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　　 1一 fr
−’”

密 閉 癌 児 の 　　「 ク

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 No ，1

ロ ス ゼ モ ー ダ ル 陬 轡 」

　　　　　　　　　 言刺磁蕊制 の 窺点か ら

　　　　　　　　 筑波大学 　 大野 裕…R ・小 林重雄

　　　　自閉症児に お い て 蟹箔 に 覯察 される症 状と して ，こ とばの 障害が指摘さ れ る 。 　 自

1

閉症 蜂の 「認知機揮」 に 関す る 睾験 研窄は・ こ とばの 障害の 基礎 と して 「聴覚 一
飆覚 ク ロ

ス
。モ ーダル 鰭 」 の 存在 を｛反定 した （B・ys ・A， 1970； H・lm・lin ＆ 。

’ C。・・。 。 ， 1964； n。

　rton
−Evafi3＆ Hensleyt　 1978； Tubbs ， 1966 ） 。　 しか し．こ の 所見 に反す る事実も 認 め

　られてお リ　（ノ∫、林
・大野・ 1982言 卜ovaa ＄ ＆ SehreibNan・ 1971墨 Lovaas　o 七 翫L 　91971 書大

　野
．小林 ， 1982； 大野 ら ，

1979 ）、実験的事実 は必ず しも
一
翆し て い な い （Table　1）。

’

　　　　自閉癌児の rク ロ ス ・ モ ーダル 譲害亅 に 関す る実験硯究 は 、
い ずれ も．弁別 学習 の

パ ラ ダイ ム 朔 い 顛 て い る ・ ＃Sifee習の 問題 購 本的 に は融 鯛 の 開 で あ る ・

奉覦 に お い て捗 餬 覦 斛 聴覚
マ
號 知 ス モ゚ ーダル 欝 」 に ca　L　ic・黼 翻

　の嬢点か ら額 鍬を湘 え る こ と を 召的 とす る。

Table　 1 実 験事態 に よる 先行研究 の 分類

di ＄ erete free 　 o 、peVant

剛縛弁別 ：

継罅弁溺 量

Hermヨli．几 蟄 O ’Connor （ 1964 ）中

条件性弁別 ‘　　　　 t

　 単縞 マ ッ チ ン グ； 巳rysoa （1970 ；　＃1， 4 ，7 ）

恣意的 マ ッ チ ン グ ； Bryson （玉970； ＃3， 6．9、）

小林 ・大野 （1992 ）

Lovaas　et 　al （19？1 ）

Lavves ＆ Schreibmaa （1971 ）

大野 ・小林 （工982 ）

・ltf。r 七。 言：
−Evaas ＆ Hensley （ 19ツ8 ）

火 野 ら （1979 ）

4un （｛ar 　lins5ま、『聴1躄一
視覚 ク ロ ス ・

モ ーダル 障1寄」 を支縛す る 研究 で ある

O ．　 宍験の概醸

　　 予倦実験

12

験

覧

2

靴 融 ・ マか ダ 7馴化

キ ー揮 しの形戉 　 ；・ 強化 子の 週択

1　 ：　 融
・一鰹讖 に よる刺激銃瀞l

vi 謡 ．S ＋
　セ ツ 三ン ヨ ン 　　　　田uLtCR 」F 　EXT
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1

験

12

験

「

実

実

実験

　 工

　 2

E 　 ：　 2、1谺肱 に よ．る鋼［滋舘 觝 ．

vi3 ．　S 十
， aud ．st セ ツ シ 9 ン

刺激綴制の 評価　　　nixCRF

皿 　 ：　 S
’

時1の刺 激機能

v⊥s ．S
、

， aud ．S
一

セ ッ シ ョ ン

w 　 3　 条件性弁別

恣意的マ ッ チ ン グ

付加荊激の 導入

　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　 N6 ． 2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，「　 　　　　　 　　　 二£・1

　 園 工セ CRFCRFEXT

EXT

ロultEXT 　 EXTCRF

s

1 ．　 実験　 1　　 　 ・

1．1．　 目
’
的　 ・　 ・　 ．

幽’

視輪 たは 齢 剃激 に よ、喇 激統劉の形戯 試 み た ．

「
な お 、本実踟 二お い て は 1

セ ッ セヨ ン 内に挽覚刺激 （vis ・ S ｝聴 覚薊激 （『
ud ・S ）の どち らか

一
方の み を導入 した・

L2 ．・
方法 ．

‘

1、 2． 1．被験兜 ・ 4淋 （1980 ）の 基準 に よ る 餬 症児 5 名 （T・ bi・ 2 ）．

　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 Table　 2　 　被 験児

　　　　　　　　　　　　　　　　　S ゴ 　　 Sa 　　　S ．1 　　 S ． ．　　Ss

十

　　　　　　　　　　 CA 　、： 、
6婁0° 　6；°Q ・8；01 　5；°8 　7；°°

　　　　　　　　　
「

・
’
S・E・re

，． ： ，r“1“　 Nale 　 ma1 ・
’

ma1 ・ t・ ，・e1r 　 ，

　　　　　　　　　　訓繍 歴　　
』
：．　　　lmd●　　　lmo●　：

’
2yボ3．1田G ．　　9mos ．　　10mosの　　．

  黻 臨   鶏 ブース ，   実覦 ・｛ネル （鮓 体 の キ ーと繍 鞭 が マ ウ ン トさ

れ て い る） ・   騨 反応児齢 1御 難 （ユ ニ テ ッ クN ・UP『600》t   ホ ・ ホ 暗 提示 ベ

ル ，   ス ピーカ ー
t   オ ージオ メ

ー ター
，   ア ン プ ，   6w キ

ー
ラ イ ト

1．2。3．実験剃激

　　　 vis ．S ； キ
ー

の後方約 3c 山 か ら6w の ラ イ トを照射 した 。 　 ブ ース 内で の キ
ー

の 照

度は1001x で あ っ た 。

　　　 aud ．S ；実験 パ ネ ル に 向 レ丶 右上 方 に ス ピー
ヵ

一
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1．2．4．強化子

　　　 予備訓隷 に お い て 強化子 を選択 した．　 各被験児に お ける強化子 は以下の 通 りで 参
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L2 ．5，手綫 き ； ドセ ．1 唇照 。 　 ，
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1．2，6．デ ー
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・
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下で の 昃応

率が，S 　期 に 鬚 して 楓対的 に 鳶 くな っ て い っ た。
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65d3 の純音を挺示 した 。

3・2・ 4．手競き ：Fig、8 参照。
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3。3，結．果 （Fi窓。9 ）
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4。 2．方蟄

4．2，1． 被藏箆 ‘ ε
肘 S1 の 2 名

4．2．2。 験澱 書 実験 9 に 準 じた。

4。2．3．爽験刺搬 3爽韻 ttに 準 じた ．　　　　　　　　　　　 ．

4．2．4， 手続 き ： Fjg，　IG を参照 。 　なお 、途中か ら左、右 の撫作体 に
”

○
”

と
”

△
”

の外

郵刺猷を付加 した tr

4．3．藉果

　　　挽覚賻 齦条件、聴覚刺激 条件の 各 フ ェ イズ の初堯反 応を取 り、セ ’
」 シ S ン 閥で 正反

応率を求め た 。　位 置反応の み を被綾 制反応 と した場合 ．聴覚 劇激条件の 方 が視覚刺激条

件に簡 し て ．正反応 崋が商い 傾向 が示 された （Fユg ．11 ）。 　　　　　　 ’

　　　蠍 淋 蹴 瓣 撒 鮒 加す る と ．，s 、 で は正反応率 が上凱 、付力痢 激 を除 去 した

a も ・そ嬾 剛 ま繼 継 れた ・ しか し、s ・ で は疋 反応率 が Of “こ低 下 し、除 去後 も持
．縫した　（i’Sg．11 ）“

　　　δ 3 の sess ．嵩 9の 趣行 を1津細1に 見 る と、基 準刺謹に対応 して い な い 撚作体 をま ず押

し ・その 籤・薄応す る 梺一を搾す 、と い う行動 が形成 されて い た （Fig．、12 ）。
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5 ．　 まとめ

　　　実験 鉱 からW ま で の 結 果 か ら 「領 位な モ ダ リテ ィ 亅 を敏験 児ご と 1こ ま とめ る と、以

下の よ うに なる 、，

Table　4　 被験児 ご と の 結果
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、 　 s 。 　 s 、
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璽
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